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現在の大洲

今 月 の 表 紙C O N T E N T S 　 目 次

　10月８日㈫、養護老
人ホームさくら苑で行
われた運動会を取材し
ました。
　当日は、白滝保育所
児童８人が施設を訪れ、
玉入れなどでお年寄り
と交流を図りました。
　児童たちは、この日
のために練習してきた
歌やダンスを披露し、
施設のみなさんの目を
楽しませていました。

２ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙
３ページ～  第 ₂ 期清水大洲市政スタート
６ページ～  異文化に触れる、自分を磨く

～大洲市中学生海外派遣事業～（特集）
₁₀ページ～ おおずニュース
₁₃ページ～   シリーズ
₁₅ページ   まちのわだい
₁₆ページ～  おしらせ
₂₅ページ～  図書館・保健センター・
   心と体の健康ガイド
₂₈ページ  がんばるひと（みよし体験塾）

picture 写真

税　　　別 11 月 12 月 １月 ２月

市 県 民 税 ４期 ５期

固 定 資 産 税 ４期 ５期

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税 ５期 ６期 ７期 ８期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を！

11月の納税など　納期限は12月２日㈪です

人の動き（先月比）

人口　　　47,025人　（－ 33）
　男　　22,376人　（－ 19）
　女　　24,649人　（－ 14）
世帯数　20,272世帯（－ 13 ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　114件（137件）
　死者　  １人（１人） 
　負傷者　136人（161人）

（2013年９月末現在）

　

私
は
今
、
志
望
校
に
進
学
で

き
る
よ
う
に
勉
強
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
苦
手
な
教
科
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
受
験
の
時

ま
で
に
克
服
し
、
将
来
の
夢
に

近
づ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
母
の
よ

う
な
看
護
師
に
な
る
こ
と
で

す
。
母
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、

テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
を
見
る

と
、
と
て
も
大
変
な
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
が
、
憧
れ
の
職
業
な

の
で
絶
対
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
は
「
愛
」
と
い
う
言
葉
が

大
好
き
で
す
。
自
分
の
名
前
に

も
入
っ
て
い
る
し
、
自
分
の
周

り
に
愛
が
あ
ふ
れ
て
い
た
ら
、

と
て
も
素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
看
護
師
に
な
っ
た

ら
、
患
者
さ
ん
に
も
愛
を
も
っ

て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

今月の題字作成者
大洲南中学校１年（現：大洲南中学校２年）

　宮　岡　愛
あい

　里
り

 さん

が ん ば る 大 洲 っ 子
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第２期清水大洲市政スタート

大洲市長　清水　　裕
ひろし

大洲市教育委員会教育長　二宮　隆
たか

久
ひさ

大洲市副市長　小島　健
け ん

市
いち
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安
心
安
全
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

９
月
１
日
に
告
示
さ
れ
た
大
洲
市
長
選
挙
に
お
い
て
、

引
き
続
き
市
政
２
期
目
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
大
洲
市
の
た
め
、
一
生
懸
命
、
誠
実
に

市
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

  

１
期
目
を
振
り
返
っ
て

　

ま
ず
、
私
自
身
が
大
洲
を
良
く
知
る

た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
や
各
企
業

の
み
な
さ
ん
と
積
極
的
に
交
流
を
図
り

ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
大
洲
市
が
こ

れ
か
ら
元
気
に
な
る
た
め
に
は
何
を
す

れ
ば
い
い
か
、
ど
の
よ
う
な
可
能
性
が

あ
る
か
を
探
す
こ
と
を
第
一
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
、
自
分

た
ち
の
力
を
上
手
に
発
揮
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
思
い
、
大
洲

え
え
モ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
Ｏ
級
グ
ル

メ
な
ど
で
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
、
ま
ず
は
大
洲
市
の
良
い
も
の
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
し

て
、
大
洲
市
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
に
大

洲
の
味
や
食
材
を
、
食
事
か
ら
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
取
り

組
み
ま
し
た
。

  

２
期
目
の
抱
負

　

１
期
目
か
ら
の
取
り
組
み
を
着
実
に

継
続
し
て
い
き
ま
す
。
社
会
全
体
が
人

口
減
少
へ
と
向
か
っ
て
い
る
現
在
、
県
内

だ
け
で
な
く
関
西
や
関
東
、
ア
ジ
ア
圏

域
を
含
め
た
外
の
地
域
か
ら
の
交
流
人

口
を
増
や
す
こ
と
が
、
地
域
活
性
化
へ

の
大
き
な
一
歩
だ
と
考
え
ま
す
。
大
勢
の

み
な
さ
ん
に
大
洲
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

直
に
大
洲
の
雰
囲
気
を
味
わ
い
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

  

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

　

１
期
目
に
引
き
続
き
、
１
次
産
業
を

ベ
ー
ス
と
し
た
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
ま
す
。
大
洲
市
に
お
け
る
白

菜
や
ク
リ
、
シ
イ
タ
ケ
の
生
産
量
は
四

国
で
１
位
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
知
名
度
は
決
し
て
高
く
あ
り
ま
せ

ん
。
知
名
度
向
上
の
た
め
に
も
、
消
費

者
に
良
い
も
の
を
直
接
提
供
で
き
る
仕
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組
み
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
併

せ
て
、
農
産
物
を
加
工
す
る
こ
と
で
付

加
価
値
を
付
け
、
商
品
と
し
て
の
価
値

も
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
安
心
安
全

な
生
活
を
み
な
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め

に
、
現
在
、
鹿
野
川
ダ
ム
改
造
事
業
や

長
浜
町
の
河
口
付
近
の
堤
防
な
ど
の
整

備
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
事
業
に
合
わ
せ
各
地
域
の
築
堤

を
進
め
て
い
て
、
近
い
将
来
、
工
事
完

了
と
と
も
に
洪
水
調
節
の
容
量
が
増

え
、
水
害
に
対
す
る
安
全
度
は
格
段
に

上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

肱
川
橋
の
架
け
替
え
工
事
や
山
鳥
坂
ダ

ム
事
業
な
ど
の
大
型
公
共
事
業
を
上
手

く
生
か
し
、
地
域
の
活
力
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
面
で
は
、
季
節
ご
と
の
大
洲
の

魅
力
を
さ
ら
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
洲
に
は
季
節
ご
と

に
誇
れ
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
夏
は
、
肱
川
の
「
う
か
い
」
が
あ

り
、
秋
に
は
紅
葉
の
名
所
が
多
数
あ
り

ま
す
。
長
浜
町
で
見
ら
れ
る
冬
の
風
物

詩
「
肱
川
あ
ら
し
」
は
、
世
界
で
も
非

常
に
珍
し
い
現
象
で
す
。
現
在
、
ラ
イ

ブ
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

地
元
と
連
携
し
た
新
た
な
事
業
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
洲
の

素
晴
ら
し
さ
を
広
く
伝
え
て
い
く
た
め

に
も
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

　

財
政
面
で
は
、
合
併
後
の
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
財
政
健
全
化
に

努
め
、
計
画
し
て
い
た
数
値
目
標
を
無

事
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
効
果
的
、
効
率
的
な
投
資
を
行
い
、

何
か
し
ら
の
形
で
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も

還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

市
民
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て

　

大
洲
市
に
は
、
誇
る
べ
き
歴
史
と
文

化
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
守
っ
て
き
た

歴
史
や
文
化
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
自

分
た
ち
の
生
活
の
一
部
と
し
て
育
ん
で

い
く
こ
と
が
、
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

　

私
は
公
約
の
中
で
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
チ
ェ
ン
ジ
」

の
３
つ
の
Ｃ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

実
現
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
大
洲
市
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
対

し
、
お
も
て
な
し
の
心
で
接
す
る
こ
と

も
大
切
で
あ
り
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
人
を
応
援
す
る
こ
と

も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
行

動
が
、
地
域
の
活
力
や
元
気
に
つ
な
が

り
ま
す
。
行
政
と
市
民
の
み
な
さ
ん
が

お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
大
洲
市
を
元

気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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大
洲
市
で
は
、
次
世
代
の
大
洲
市
を

担
う
中
学
生
を
対
象
に
、「
大
洲
市
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
異
国
の
文
化
、
歴
史
、
経
済
、

生
活
習
慣
お
よ
び
国
民
性
の
違
い
を
肌

で
感
受
し
、
そ
の
体
験
を
通
し
て
国
際

的
な
感
覚
の
涵か

ん

養よ
う

と
視
野
を
広
め
る
こ

と
に
よ
り
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
市
内
８
校
、
12
人
の
中
学

生
が
、
７
月
29
日
〜
８
月
12
日
の
日
程

で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ア
ン
ズ
に

出
発
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
、
語
学
学
校
で
英
語
の
授

業
を
受
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
中
学
生
海
外
派
遣
事

業
で
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
経
験
し
触
れ
る
こ
と

で
、
壁
に
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
も
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
見
て
、
聞
い
て
、
話
し
て
経
験
し
た
こ
と
は
、

必
ず
自
分
の
糧
と
な
り
、
将
来
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
世
界
を
知

り
、
感
じ
る
こ
と
は
人
生
で
も
大
き
な
一
歩
で
す
。

異文化に触れる、自分を磨く
～大洲市中学生海外派遣事業～

₇ 月₂₉日㈪ 大洲市を出発、関西国際空港からケアンズ空港へ

₇ 月₃₀日㈫ 現地観光、各ホームステイ先へ

₇ 月₃₁日㈬
～ ₈ 月 ₉ 日㈮ 語学学校で英語の授業、現地学校交流授業

₈ 月₁₀日㈯ ホストファミリーとお別れ、ケアンズウォークラリー

₈ 月₁₁日㈰ ケアンズ空港から関西国際空港へ

₈ 月₁₂日㈪ バスにて大洲市へ

平成₂₅年度　大洲市中学生海外派遣事業日程
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　ホームステイでお世話になったマシュー家は、仲の良い温かい人たちでした。
緊張のため、ほとんど会話できなかった私に、家族同様に接してくれ、理解でき
ない会話があると簡単な単語で言い換えたりして、ゆっくりと話してくれました。
いつの間にか、ジェスチャーなどでどんどん会話をする自分がいました。外国で
のコミュニケーションに大切なことは、会話力ではなく、相手に「伝えたい」、相
手を「理解したい」と思う心だと実感しました。外国語は、人生を豊かに広げて
くれる楽しいものだと心に留め、今後の英語学習に励みます。みんなと過ごした
₁₅日間は私の一生の宝物です。

　今年の夏休み、私はとても貴重な体験をしました。ホストファミリーや現地の
人々はとても優しく、英語が上手く話せず聞き取れなかった私に、分かりやすい
単語で会話をしてくれ、約 ₂ 週間安心して過ごすことができました。語学力はも
ちろん大切ですが、それ以前に聞き取る力が必要だと思いました。私は今回、リ
スニング力や語学力の上達と同時に、文化や歴史、生活の違いなど多くのことを
学ぶことができました。特に、環境問題が深刻化している現地の取組みには、日
本人が見習うべきことがたくさんありました。この経験を無駄にしないように、
自分の将来へ生かしていきたいです。

　現地でのホームステイは、初めは緊張したけれど、現地の人たちはすごくフレ
ンドリーで優しくて接しやすかったです。だから、自分の家族や日本のおみやげ
を紹介したり、ホストマザーからも現地のことや家族について紹介してもらった
りと、気軽に話すことができました。現地で生の英語に触れる体験をして、これ
からの勉強の励みになりました。また、英語以外にも手伝いや水の大切さ、住む
上で相手の生活に合わせることなどを学び、自分自身を高めることができました。
この ₂ 週間の体験で以前の自分よりも、少し上の自分へステップアップできたと
思います。とても貴重な体験でした。

　「I change myself」それが私の目標でした。₁₅日間を振り返ると、確かなものと
はいえないけれど、これからの自分に勇気を与えてくれるエネルギーのようなも
のを手に入れた気がします。それは、英会話で苦労している私に、ゆっくりと分
かりやすい英語で話しかけてくれた周りの人たちのおかげです。笑顔で話しかけ
てくれたことで、自分から積極的に話してみようと思えるようになりました。失
敗することもあったけれど、それ以上に話す楽しさを感じることができました。
帰国後、ファミリーからメールが来た時はうれしかったです。勇気を出して事業
に参加して本当によかったと思います。

　私は海外派遣事業に参加して、いろいろなことを学び、たくさんの思い出がで
きました。一番の思い出は、現地の学校で過ごした時間です。生徒のみんなは授
業で習った日本語で「こんにちは」と、笑顔で声をかけてくれたり、何回も「ユキ！」
と私の名前を呼んで、遊びに誘ってくれました。また、私が英語を聞き取れなかっ
た時、理解できるまで何度も繰り返し話してくれたことがうれしかったです。私は、
必死で相手に自分の気持ちを伝えようとすれば、相手もそれに応えてくれるとい
うことを学びました。この ₂ 週間は、毎日見るもの感じるものが新鮮で、とても
充実した日々でした。

　現地ではたくさんのことを学びました。まずは、言語と文化についてです。私
たちの学校では、アメリカ英語を学習しているけれど、現地では主にイギリス英
語が話されています。同じ英語でも双方には違いがあり、聞き取ることが難しかっ
たです。また、日本とは違い靴を脱がなかったり、お風呂にお湯をためないなど、
文化の違いに触れられたことは、大きな経験になりました。ケアンズは、グレー
トバリアリーフや熱帯雨林などが有名で、日本では見られないものや自然があり
感動を覚えました。今後、貴重な体験ができたこの事業で学んだことを、将来に
生かせるようにしたいです。

後藤　つむぎ　さん（大洲南中）

河本　優
ゆう

輝
き

　さん（大洲北中）

別宮　幸
ゆき

　さん（平野中）

水本　莉
り

々
り

華
か

　さん（大洲南中）

戎井　陽
はる

歩
ほ

　さん（大洲北中）

和家　稜
りょう

真
ま

　さん（肱東中）
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　今回初めて海外に行ったけれど、出発前も現地到着後も大きな不安はあまり感
じられませんでした。海外に来たと実感できたのは、周りに日本人がいないと感
じた時です。現地はとても生活しやすく、日本が一番だと考えていた自分は、そ
の時初めて海外で過ごすことの意味を知ったように思います。「楽しい思い出とし
て帰国してほしい」と言ってくれたホストファミリーであるウェリス家のみなさ
んをはじめ、市役所関係者や現地の友達、先生たち、本当にありがとうございま
した。今回学んだことを自分の生活に生かし、たくさんの人に現地での出来事を
伝えていきたいです。

　最初は緊張してうまく話すことができず、身振り手振りで話していたけれど、
ホストファミリーが優しく接してくれたので、すぐに仲良くなることができまし
た。休日には買い物や釣りに行き、見たこともない大きな魚を釣るなど、忘れら
れない時間を過ごすことができました。学校の午前中は生の英語の授業、午後か
らは現地の小学校で英語を分かりやすく教えてもらい、多くの友達をつくること
ができました。今回の海外派遣で文化や習慣の違いを知り、英語だけでなく時間
の使い方、水や電気の節約の仕方を学びました。この経験をこれからの自分の将
来に生かしていきたいと思います。

　出発前、海外派遣の準備を整えるにつれて、現地で会える人たちへの期待や不
安が高まってきました。ホストファミリーに会ってみると、日本のことをよく知っ
ていて、日本は文化や景観が素晴らしいという話を聞いた時、改めて日本はすご
いと感じました。滞在中には、テーブルマナーや英会話を教えてもらい、親切で
頼れる存在だと思いました。地元の小学生との交流では、授業や休憩時間の会話
を通して毎日楽しく過ごすことができました。生の英語に触れる貴重な機会を生
かし、積極的に会話をすることができました。この充実した経験を、今後の生活
や将来に役立てようと思います。

　私は現地に着いた初日、言葉が分からなくてホストファミリーの前で泣いてし
まいました。その時のホストマザーの言葉が心に残っています。「ごめんなさいは
言わなくていい。あなたは何でもできる。ここは、あなたのオーストラリアの家
です」この言葉の意味が分かった瞬間、元気が湧いてきました。それから、ファ
ミリーとは毎日夜遅くまで会話し、最後にはソファーでテレビを見るなど、本当
の家族のように過ごすことができました。また、地元の小学校との交流などを通
して、国籍は違っても人の心は同じであると感じました。これからは英語をはじめ、
いろいろなことに励んでいきたいです。

　私は今回、自分の英語力を試すことをとても楽しみにしていました。しかし、
現地の人たちの会話のスピードについていけず、初めは聞き取ることがほとんど
できませんでした。それでも、何回も繰り返して発音してくれたり、私もジェス
チャーを使って伝えることで楽しく過ごすことができました。その結果、徐々に
英語も聞き取れだし、思っていることを少しずつ話せるようになりました。 ₂ 週
間の体験を通して文化の違いを学び、視野を広げる良い機会となり、英語の勉強
をより楽しくやりたいという気持ちも強くなりました。今回学んだことを、これ
からの生活に生かしていきたいです。

　 ₂ 週間の海外派遣で、私は自分の英語力のなさを痛感しました。語学学校で ₈
日間、私たちが英語を学んだグレン先生や現地のホストファミリーに、自分の思
いを上手に伝えることができなかったからです。そんな私でも、充実した ₂ 週間
を送ることができたのは、ホストファミリーをはじめ現地在住の日本人など、多
くのみなさんのおかげです。現地の小学校では、₁₀年間東京に住んでいた女の子
と一緒のグループになりました。瞬時に英語から日本語へ、日本語から英語へ通
訳していた彼女は、とても格好良く見えました。私も将来、日本と外国をつなぐ
架け橋になりたいと思います。

丸山　悌
とも

史
ふみ

　さん（肱東中）

久保　範
のり

崇
たか

　さん（長浜中）

大野　綾
あや

華
か

　さん（肱川中）

鈴木　徳
のり

仁
ひと

　さん（新谷中）

大津　百
も

萌
も

夏
か

　さん（長浜中）

森川　紫
し

苑
おん

　さん（河辺中）
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　ケアンズは、オーストラリアの北西部に位置し、世
界自然遺産で世界最大のサンゴ礁地帯である『グレー
ト・バリア・リーフ』の中心部にあります。常夏で日
差しが強く熱帯雨林気候の季節に当たり、気温は最低
で₁₄度、最高が₂₇度くらいです。観光地ということも
あり、日本人観光客も多く、日本人経営の土産店やラー
メン屋などもあり、数々の表記も必ずといっていいほ
ど日本語や中国語がありました。
　そんな町で₁₂人の生徒は、ホームステイという貴重
な経験をしました。初めは、相手の言うことがさっぱ
り分からない様子でしたが、日を追うにつれて表情に
も余裕が見られ、英語漬けの生活にもすぐに対応でき
るのはさすがであり、若さと意欲を感じました。また、
午前中は語学学校での英語の授業、午後はエッジヒル・
ステイトスクール（ ₁ ～ ₇ 年生）の ₇ 年生のバディと
一緒に授業を受けました。小学校は、パプアニューギ
ニア人など、移民の国らしく様々な国籍の児童が在籍
していて、各学年の中には日本人も数人いました。
　こういう文化の違いを「肌で感じる経験」は、なか
なかできません。この経験を生かすとともに、今後も
様々なことを学び、まずは「素晴らしい日本人」になっ
てほしいと思います。そうすることが、本当の意味で
の国際理解につながるのではないでしょうか。
　この事業にご支援、ご配慮をいただいた関係者の皆
様には、心より感謝をしています。

言語や生活習慣が日本と異なるホストファミリーとの触れ合いは、戸惑いと
不安の連続だったことでしょう。しかし、分からないことに直面した時、自分なりに

解決策を模索しようとする姿勢が、何物にも替え難い経験になります。
何事にも挑戦していく気持ちが、将来子どもたちの大きな財産となるはずです。

　「ハイ、タケ。ビヤ？」自家製ビールを毎日勧めるデ
ビットに、私はもちろん「イェス、プリーズ」。食事の
あいさつに興味を示したので「Eat a dead mouse」と
覚えるといいですよとアドバイスをして、『いただきま
す』を教えました。この日本語は難しく、奥さんのデ
ブラはいつも間違え、日本人が漢字やひらがな、カタ
カナの ₃ 種類の文字を使いこなすことに驚いていまし
た。滞在のお礼に作ったお好み焼きは大好評で、香ば
しい豚肉やソースの味を大変気に入ってくれました。
　訪れた小学校には、白人のほかに南米や東南アジアな
ど、様々な人種の生徒がいて、みんな違って当たり前の
大前提がありました。この違いを意識しない素朴さを、
島国に育つ日本の生徒にも持ち続けてほしいと感じまし
た。授業で桃太郎の紙芝居をすることになり、「一人で
戦うスーパーマンやスパイダーマンと違い、日本のヒー
ローはみんなで力を合わせます。協力って大事ですね」
と締めくくると、みんな納得の表情でした。教室の壁に
は一面カラフルな掲示物が飾られ、いじめ（bully）をな
くすポスターや人生訓が数多くありました。そのうち、
私が気に入った言葉が「人生があなたにレモンを与えた
ならば、あなたはそれをレモネードにしよう」です。
　私は今回、かつて経験したことのない濃厚なレモ
ネードを味わうことができました。見聞を広げる機会
を与え、様々な調整をしていただいたみなさんに、感
謝の気持ちでいっぱいです。

分からない、うまくいかない、それが大切

団長
新谷中学校　校長　東山　宏

ひろし 引率
新谷中学校　教諭　西山　武

た け

寿
ひ さ
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おおずニュース

市道天貢線宇津橋開通式典

ご
長
寿
を
お
祝
い
し
て

　

平
成
25
年
度
数
え
年
１
０
０
歳
訪
問

　市道天貢線宇津橋開通式典が、 9 月20日㈮に菅田
公民館で行われました。
　式典では、清水市長が「菅田地区では、洪水の被害
に悩まされてきた。今回の宇津橋開通と、整備中の堤
防工事が完成することで、菅田地区の治水対策がかな
り進むことになる。地域の人が安心安全に生活できる
ように、早急に事業を進めていく」と述べ、開通に協
力された23人に感謝状が贈呈されました。
　地元を代表して、中野伸

しん

一
いち

菅田地区区長会長が「菅

田地区の住民にとって待望の日になった。毎年のよう
に洪水に見舞われ、板野橋や周辺道路がすぐに通行止
めになるなど、不安な中で生活をしてきた。今回宇津
橋が開通したことで、通行止めの心配もなくなり地域
の交流や物流なども盛んになり、地域が飛躍的に発展
すると思われる」とお礼の言葉を述べられました。
　その後、現地において、県や市の関係者、地元住民約
150人参加の下、開通記念行事としてテープカット、くす
玉開披と通り初めを行い、新しい橋の開通を祝いました。

　

今
年
で
数
え
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る

市
内
の
長
寿
者
を
顕
彰
し
よ
う
と
９
月

17
日︵
火
︶、
清
水
市
長
や
井
上
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
が
対
象
者
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
の
顕
彰
は
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
大
正
３
年
生
ま
れ

の
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
は
市
内
対
象
者
８
人
の
家

庭
・
施
設
を
訪
れ
、
対
象
者
一
人
ひ
と

り
と
懇
談
し
、
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。対
象
者
の
一
人
で
あ
る
、

長
浜
町
仁
久
在
住
の
田
中
マ
ス
ヨ
さ
ん

を
訪
問
し
た
清
水
市
長
は
﹁
今
年
の
夏

は
と
て
も
暑
く
て
、
体
調
管
理
が
大
変

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
体
調
は
崩
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
こ
れ
か
ら
も
お

い
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
元
気
で
長
生

き
を
し
て
く
だ
さ
い
﹂と
話
し
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
の
言
葉
に
田
中
さ
ん
は

﹁
最
近
足
が
弱
く
な
り
ま
し
た
が
、
今

ま
で
大
病
す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
こ

れ
ま
し
た
。
毎
日
夕
方
の
時
代
劇
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元

気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
﹂
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
洲
市
で
は
、
高
齢
者
に
も

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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第
25
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

「黒野城と加藤貞泰公研究会」との交流会

　
﹁
龍り

ょ
う
ま馬
を
語
る
夕
べ
﹂
が
９
月
21
日

︵
土
︶、
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
で
長
崎
市

立
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
織お

り

田た

毅た
け
し
館
長
を

講
師
に
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
織
田
館
長
が
、﹁
坂
本
龍

馬
と
い
ろ
は
丸 

︱
資
料
に
み
る
、
い

ろ
は
丸
と
い
ろ
は
丸
沈
没
事
件
︱
﹂
と

題
し
、
平
成
23
年
に
発
見
さ
れ
た
い
ろ

は
丸
購
入
契
約
書
や
、
い
ろ
は
丸
に
つ

い
て
最
近
分
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

翌
日
22
日︵
日
︶に
は
、﹁
第
25
回
わ

　大洲史談会と岐阜市「黒野城と加藤貞
さだ

泰
やす

公研究会」
との交流会が10月 2 日㈬～ 3 日㈭、大洲市内で開催
されました。
　加藤貞泰初代大洲藩主が若き日に黒野城主を務め
ていたことがきっかけで、昨秋、大洲史談会が黒野
を訪問したことから、この交流会は始まりました。
　大洲城本丸で行われた歓迎セレモニーでは、大洲
史談会の村上恒

つね

夫
お

会長が「これからも歴史、文化を
中心にして多方面での交流につながることを願いた
い。大洲の秋を堪能していただきたい」とあいさつ

されました。これに対し、黒野城と加藤貞泰公研究
会の郷

ごう

孝
たか

夫
お

会長は「ともに初代藩主が貞泰公という
ことで、これからも情報交換をし、強い絆を結んで
いこう」と述べられ、油彩画と和傘、パネルが贈呈
されました。
　その後、肱南公民館大ホールで、山田広

ひろ

志
し

学芸員
による「加藤貞泰と大洲」と題して発表があり、両
歴史研究会の意見交換が行なわれました。
　両地域の歴史研究会では、今後も交流を続けてい
く予定です。

おおずニュース

ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
﹂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
で
行
わ
れ
た
出

立
式
で
は
、
参
加
者
を
代
表
し
て
八

幡
浜
市
か
ら
参
加
の
大
久
保
謙け

ん

次じ

さ

ん
と
、
千
葉
県
か
ら
参
加
の
井
上
幸こ

う

三ぞ
う

さ
ん
が
完
全
踏
破
宣
言
を
し
ま
し
た
。

２
５
３
人
の
参
加
者
は
、Ａ
コ
ー
ス
︵
榎

ケ
峠
～
泉
ケ
峠
︶
と
Ｂ
コ
ー
ス
︵
河
辺

ふ
る
さ
と
公
園
～
泉
ケ
峠
︶
に
分
か
れ
、

涼
し
い
風
が
吹
く
秋
晴
れ
の
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
歩
き

ま
し
た
。
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おおずニュース

愛
媛
産
乾
シ
イ
タ
ケ
を
お
い
し
く
食
べ
て

　
﹁
愛
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
愛
媛
県
産
原
木

乾
し
い
た
け
贈
呈
式
﹂
が
９
月
19
日

︵
木
︶、
大
洲
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
愛
媛
産
の
﹁
安
心
・

安
全
﹂
な
原
木
乾
シ
イ
タ
ケ
を
、
お
い

し
く
食
べ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
愛
媛
県
森
林
組
合
椎
茸
生
産
者
連

絡
協
議
会
が
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
県
内
で
は
２
例
目
に
な
り

ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
岡
田
大
洲
小
学
校
長
が

﹁
シ
イ
タ
ケ
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
は
、

小
中
学
生
の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
す
。
お
い
し
く
食
べ
て
元
気
に
育
っ

て
ほ
し
い
﹂
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、
大
洲
小
学
校
６

年
生
の
山
本
あ
か
ね
さ
ん
が
﹁
シ
イ
タ

ケ
は
食
感
が
少
し
苦
手
だ
が
、
と
て
も

栄
養
が
あ
り
私
た
ち
の
健
康
に
も
良
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
苦
手

を
克
服
し
た
い
と
思
う
。
贈
っ
て
も
ら

っ
た
シ
イ
タ
ケ
を
生
産
者
の
人
に
感
謝

を
し
な
が
ら
食
べ
た
い
と
思
う
﹂
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、﹁
ど
ん
こ
﹂
と
﹁
こ
う

し
ん
﹂
と
い
う
２
種
類
の
乾
シ
イ
タ
ケ

が
合
わ
せ
て
30
㎏
贈
ら
れ
ま
し
た
。
大

洲
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後

小
中
学
校
の
給
食
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

高 齢 者 叙 勲 観光いも園がオープンしました

　野戸さんは、長年にわたり学校教育
にご尽力されたご功績により、このた
び瑞宝双光章を受章されました。

野　戸　司
し

　郎
ろ う

　さん
（菅　田）

元大成小学校長

※栄養価も高く、美容と健康に効果が期待できます。

　上須戒地区にある松久保団地で 9月18日㈬、観
光いも園の開園式が行われました。地元の上須戒
保育所、小学校の児童21人が招待され、各自スコ
ップを使い、土まみれになりながら、たくさんの
サツマイモを掘り出しました。
　観光いも園の古

こ

宅
たく

会長はあいさつで、「今年の夏
は雨が少なく気温も高かったため、その影響も心
配されたが例年並みの収穫が望める。秋の行楽に
ぜひ利用してもらいたい」と話されました。
　この観光いも園は、11月上旬まで楽しむことが
できます。
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シリーズ

文化財

堀城跡
大洲市指定史跡
春日神社所有

　本城跡は、肱川山鳥坂地区の河辺川が大きく
蛇行する部分の山上に所在しています。城跡は、
現在春日神社本殿が建っている本丸跡を楕

だ

円
え ん

形
の二の丸がとり巻き、三方は急

きゅうしゅん

峻な崖で眼下の
河辺川を天然の堀とした堅固な要

よ う

害
が い

でした。
　16世紀後半頃は和氣氏が城主で、その後は菅
田城主の大野直

な お

之
ゆ き

が城主になったと言われてい
ます。大野直之は、大洲地

じ

蔵
ぞ う

ヶ
が

嶽
だ け

城主宇都宮氏
の重臣で、後に主君の宇都宮氏を追放して地蔵
ヶ嶽城主となった人物です。小早川隆

た か

景
か げ

軍との
戦いに敗れた際に、堀城に落ち延びて最期を迎
えたと伝えられていて、その時に所持していた
とされる脇差が山鳥坂村庄屋家に伝来し、現存
しています。

　（昭和49年 3月16日指定）

野　鳥

ノビタキ（野鶲）
スズメ目ヒタキ科
大きさ13㎝

　開けた農地や河川敷で 9月末～ 11月にかけて
出合える、つぶらな瞳が特徴のかわいい小鳥で
す。薄茶色で地味ですが、夏羽は頭巾を被ったよ
うで、黒い頭に真っ白なお腹をしています。繁殖
が終わると目立ちにくい色合いに変わります。
　十数年にわたり秋の飛来日を観察しています
が、 9月20日前後を目安に、若鳥や幼鳥がやっ
て来て、その後、夏羽の少し残る成鳥が渡って
来ます。その誤差は1週間以内で、いくら温暖化
が進んでも変わらない彼らを見ていると、文明
に支配され人間本来の五感を失った我々は、ど
こに向かっているのでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

がんばる大洲企業
　

当
農
場
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
会
社
の

一
つ
で
畜
産
用
配
合
飼
料
の
生
産
・
販

売
を
行
っ
て
い
る
、﹁
Ｊ
Ａ
西
日
本
く

み
あ
い
飼
料
株
式
会
社
﹂
の
養
豚
実
証

農
場
と
し
て
、
平
成
24
年
５
月
に
竣
工

し
ま
し
た
。

　

宇
和
島
市
に
あ
る
自
社
工
場
で
製

造
し
た
養
豚
用
配
合
飼
料
を
豚
に
与

え
、
飼
養
管
理
全
般
に
関
す
る
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
21
人
の
従
業

員
で
母
豚
約
１
０
０
０
頭
︵
常
時
飼
養

頭
数
１
万
頭
︶
を
飼
養
し
、
年
間
約

２
万
５
０
０
０
頭
の
肉
豚
を
市
内
の
株

式
会
社
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。

愛
媛
養
豚
実
証
農
場
　
伊
予
ス
ワ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン

～
安
心
・
安
全
で
、
高
品
質
な
豚
肉
を
消
費
者
に
提
供
す
る
～

▽
所
在
地　

平
野
町
平
地

　
　
　
　
　

乙
２
３
３
０・２

▽
電　

話　

㉓
１
５
２
２

　

低
コ
ス
ト
で
発
育
・
肉
質
の
良
い
豚

肉
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
研
究
や
実
証

を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
消
費
の
伸
び
悩

み
な
ど
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
食
品
問
題
が
頻
繁
に
取
り

沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
消
費
者
に

よ
る
﹃
安
心
・
安
全
﹄
を
求
め
る
声
も

年
々
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

当
農
場
は
、﹃
安
心
・
安
全
﹄
な
豚

肉
を
提
供
す
る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
衛
生
管
理

を
図
る
た
め
入
場
車
両
に
対
し
、
消
毒

設
備
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豚
は

病
気
に
か
か
り
や
す
い
た
め
畜
舎
環
境

の
充
実
や
、
臭
気
対
策
と
し
て
日
本
で

初
め
て
の
脱
臭
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入

れ
、
環
境
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
密
着
型
の
企
業
と

し
て
、
安
心
・
安
全
で
高
品
質
な
豚
肉

を
消
費
者
に
お
届
け
し
、
地
域
に
貢
献

す
る
農
場
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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シリーズ

 
大
洲
の
食
育

﹁
大
洲
市
食
育
推
進
計
画
﹂
で
は
、

①
家
庭
・
学
校
・
地
域
等
の
連
携
に
支
え
ら
れ
た
食
育
の
推
進

②
地
元
農
林
水
産
物
の
活
用
と
食
文
化
を
生
か
し
受
け
継
ぐ
食
育
の
推
進

③
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
食
育
の
推
進

を
基
本
方
針
と
し
て
、各
担
当
課
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
19
年
10
月
に
﹁
大
洲
市
食
育
推
進

会
議
﹂
を
設
置
以
降
、
定
期
的
に
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
推
進
計
画

の
作
成
や
各
担
当
課
で
実
施
・
計
画
し
て
い
る
食
育
推
進
事
業
が
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
か
、
委
員
の
み
な
さ
ん
に
審
議
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、
評
価
指
標
の
達
成
に

向
け
て
市
全
体
の
施
策
へ
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
６
月
28
日
㈮
に
専
門
委
員
会
、
７
月
４
日
㈭
に
委
員
会
を

開
催
し
、
主
に
﹁
第
２
次
大
洲
市
食
育
推
進
計
画
﹂
策
定
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
洲
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
楽
し
く
、
心
身

と
も
に
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
会
議
を
積
み
重
ね
て

い
ま
す
。

～
大
洲
市
食
育
推
進
会
議
～

★

★

おおずの女性 ～輝いて今～

地域の伝統を次世代へ　～大洲・長浜・肱川・河辺音頭振り付けガイド作成事業～

　大洲市連合婦人会では、平成25年度大洲市がんば
るひと応援事業補助金を活用して、「大洲・長浜・
肱川・河辺音頭振り付けガイド作成事業」に取り組
みました。
　この事業は、高齢化により踊り手などが減少して
いる現状を受け、振り付けガイド冊子を作成するこ
とで、今後市民の間で音頭を広く伝承できるように
するためのものです。
　今回、各地域の音頭を改めて一から調査し、それ
らを一冊にまとめたイラストによる振り付けガイド
冊子が完成しました。作成に携わった大洲市連合婦
人会の三好会長は、「新しく分かりやすいガイドを
作成できたことで、今後市民運動会だけでなく地区
の盆踊りなどのイベントでも、多くの人が気軽に踊
れるようになる。また、他市との交流イベントの際
にもたくさんの市民が踊れるようになることで、大

洲市全体の盛り上げにつなげていきたい。それぞれ
の４つの地域がつながり、さらに『絆』を深めあっ
て活動できることを願う」と述べられました。
　この冊子に関する問い合わせは、中央公民館まで
ご連絡ください。

専門委員会

委員会
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★

まちのわだい

ふるさとの香りをいっぱいのせて
～肱川イベント松山広場～

サツマイモの収穫
～閉校した小学校の跡地利用開始～

地域医療を感じて in 河辺診療所
～自治医科大学医学生地域医療実習～

　肱川の特産や文化を多くの人に知っていただく「肱
川イベント松山広場」が、たくさんの観光客でにぎわ
う道後温泉街の玄関口にある「放

ほうじょうえん

生園」からくり時計
前で、今年も開催されました。
　会場では、肱川の農産物や加工品などの販売やもちま
き、郷土芸能「山鳥坂鎮

し

縄
め

神楽」の公演が行われました。
　晴天の下、今年で25回目となったこのイベントは、
今回も多くの人に肱川の魅力にふれていただき、大盛
況となりました。

　平成24年 3月31日をもって閉校となった櫛生小学校
の花壇を利用して、地元自治会女性部メンバー（女性
学級）がチューリップ、サツマイモなどを植栽しました。
　今年 9月には、初収穫となるサツマイモを掘り出
し、地元産直市「姫

き

祭
さい

市」で出荷販売をしたところ見
事完売しました。
　今後は、石焼き釜の体験ピザ作りなどの事業を展開
し、地域の活動を強化していく方針です。

　自治医科大学 5年生の村上大
たい

晟
せい

さんと北田遼
りょう

佑
すけ

さん
の 2人が、河辺診療所で地域医療の実習を行いました。
　実習では、診察を中心として中島医師が熱心に指導
されました。訪問診療や特老回診などさまざまな体験
を通じて地域医療の現状に触れ、有意義な実習になり
ました。
　今後、愛媛で地域医療に携わる医師が増えることを
期待しています。

8 月26日㈪～ 9 月 6 日㈮

9 月21日㈯

9 月30日㈪

今シーズンもありがとゥ
～鵜

う

感謝祭～
　平成25年度のうかいシーズンが無事終了し、シーズ
ン中活躍した鵜の労をねぎらおうと、肱北河原で鵜感
謝祭が行われました。
　57年目を迎えた今年のうかいは、天候に恵まれ稼働日
が増えたことと、地元の利用者が増えたことで前年度よ
りも約1,100人多い、8,526人がうかいを楽しみました。
　参加者から好物のアユをごちそうしてもらった鵜
たちは、「来シーズンも頑張るぞゥ」と言っているよ
うでした。

10月 1 日㈫
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お し ら せ
　

肱
川
緑
地
公
園
で
の﹁
お
ま
つ
り
村
﹂

で
は
郷
土
芸
能
の
発
表
の
ほ
か
、
滋
賀

県
高
島
市
の
物
産
販
売
や
北
海
道
え
り

も
町
の
さ
け
鍋
や
抽
選
会
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

お
は
な
は
ん
通
り
を
中
心
に
開
催
さ

れ
る
﹁
お
お
ず
浪
漫
祭
﹂
で
は
、
昭
和

初
期
の
レ
ト
ロ
な
町
並
み
が
再
現
さ
れ
、

高
校
生
が
露
店
の
売
り
子
と
し
て
参
加

し
、
若
い
力
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
３
日
に
は
ポ
コ
ペ
ン
横
丁
の

開
催
、
油
屋
駐
車
場
で
は
、
キ
ッ
ズ
ダ

ン
ス
や
郷
土
芸
能
の
発
表
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
渡
し
舟
︵
無
料
︶
も
運

行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
会
場
に
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
割
引
の
お
知
ら
せ

～
大
洲
城
・
臥
龍
山
荘
～

　

大
洲
城
と
臥
龍
山
荘
で
は
、
大

洲
ま
つ
り
特
別
企
画
と
し
て
、
割

引
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
３
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

︵
※
札
止
め
午
後
４
時
30
分
︶

【
対
象
施
設
】
大
洲
城
・
臥
龍
山
荘

【
観
覧
料
︼

▽
大
人　

２
０
０
円

︵
通
常
５
０
０
円
︶

▽
小
人　

１
０
０
円

︵
通
常
２
０
０
円
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
城
管
理
事
務
所

☎
㉔
１
１
４
６

　

大
洲
ま
つ
り
・
お
お
ず
浪
漫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

▽
大
洲
ま
つ
り

　

11
月
２
日
㈯
～
３
日
㈰

※
２
日
に
は
大
名
行
列
を
開
催　

▽
お
お
ず
浪
漫
祭

　

11
月
３
日
㈰　

午
前
10
時
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

大
洲
ま
つ
り

大
洲
商
工
会
議
所　
　

☎
㉔
４
１
１
１

お
お
ず
浪
漫
祭

商
工
観
光
課
観
光
係　

☎
㉔
１
７
１
７

　第29回　肱川ふれあいまつり

　「肱川ふれあいまつり」は、市内外から約5000人
の来場者が訪れる、肱川地域最大のイベントです。
　このまつりは、他市町の人々や各世代との交流を
図り、地域の活性化につなげることを目的としてい
ます。
　地元肱川町や北海道えりも町の特産品の販売、各
種団体による出店のほか、楽しいイベント盛りだく
さんです。ぜひ、お越しください。

【日　時】 11月17日㈰　午前10時～
　　　　　※雨天決行

【場　所】
大洲市立肱川風の博物館・歌麿館横「風のり広場」

【問い合わせ先】
肱川ふれあいまつり実行委員会
（肱川支所）
☎34－2311（内線211）

時　　　　間 内　　　　容
午前10時～ 開会宣言、もちまき
午前10時20分～ 正山太鼓（正山小学校）
午前10時50分～ ジョイフルダンス

午前11時30分～ 山鳥坂鎮
し

縄
め

神楽

午後 1時10分～ ムッシュみの吉ステージショー
午後 2時～ フルーツポシェットステージショー

午後 3時～ 水田竜
りゅう

子
こ

ステージショー

午後 4時～ お楽しみ抽選会
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Information

　

も
み
じ
ま
つ
り

　

11
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯
の
期
間
中
、

新
谷
稲
荷
山
公
園
と
白
滝
公
園
で
、
も

み
じ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

稲
荷
山
公
園
に
は
、
樹
齢
約
２
０
０

年
の
老
楓
な
ど
約
３
０
０
０
本
の
も
み

じ
が
あ
り
、
紅
葉
の
時
期
に
は
神
社
付

近
は
朱
に
染
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
白
滝
公
園
は
滝
と
紅
葉
が
楽

し
め
る
公
園
で
、
夜
に
は
滝
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
辺
り
は
幻
想
的
な
空
間

と
な
り
ま
す
。

　

期
間
中
に
は
、
ど
ち
ら
も
名
物
の
も

み
じ
饅
頭
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

名　　　　称 新谷もみじまつり 白滝もみじフェスティバル
場　　　　所 稲荷山公園 白滝公園

行　　　　事

▽カラオケ大会
　11月 9 日㈯　　　　午後 0時30分～
▽新谷秋祭り
　11月10日㈰　　　　午前11時30分～
▽三味線・民謡・大正琴発表会
　11月23日（祝・土）　午後 0時30分～
　その他にもイベントを予定

▽滝まつり
　11月17日㈰　　　　午前 9時～
▽るり姫まつり
　11月23日（祝・土）　午前 9時～
▽滝ライトアップ
　11月 1 日㈮～ 30日㈯
　　　　　　　　　　午後 5時～ 10時

※混雑が予想される場合は、期間外でも駐車場整理を実施する場合があります。
問い合わせ先 大洲市観光協会　☎24－2664 大洲市観光協会長浜支部　☎52－1111

　肱川あらしフォトコンテスト作品募集

【応募期間】
11月 1 日㈮～平成26年 1 月31日㈮

【応募上の注意】
▽写真のサイズは、カラープリント四つ切
　（ワイド四つ切可）
▽ デジタル・カラーフィルムいずれの応募も可
　（画像の修正不可）
▽ 応募作品は１人 3点までとし、今シーズン中に撮
影した未発表のもの

▽ 応募作品に人物が写っている作品は、本人（被写
体）の承諾を得た上で応募

▽応募作品は、応募者本人が撮影したもの
　（他人の名前を使用した場合は失格）
▽ 応募票に必要事項（題名・氏名・住所・電話番号・
撮影年月日)を明記（作品裏面に貼付）

▽応募作品の版権は主催者側に帰属
▽ 入賞者は、所定の日までにネガまたは電子データ
を提出

▽応募作品の返却不可
【発　表】
愛媛新聞紙上（平成26年 2 月下旬）
※入賞者には直接通知します。
【賞】（入賞は 1人 1賞）
▽推　薦 1人 　賞状と賞金 2 万円
▽特　選 2人 　賞状と賞金 1 万円
▽準特選 3人 　賞状と賞金 3,000円
▽佳　作 5人 　賞状と特産品

【応募先・問い合わせ先】
〒799－3401
大洲市長浜甲480－ 3
肱川あらし実行委員会
（長浜支所）
☎52－1111

Ｈ
24
【
推
薦
】
あ
ら
し
に
吹
か
れ
て
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お し ら せ

【問い合わせ先】 保険環境課　☎24－1713

【日　時】　１１月１0日 （日） 午前１０時～午後3時
【会　場】　総合福祉センター

阿藤　快　先生

　

大
洲
市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
環
境
汚
染
防
止
を

図
る
た
め
、
小
型
家
電
の
回
収
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

小
型
家
電
に
は
鉄
、
ア
ル
ミ
、
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
有

用
な
金
属
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
鉛
な

ど
有
害
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
適
正
な
処
分
が

必
要
で
す
。　
　

　

今
回
、﹁
市
民
の
つ
ど
い
﹂
に
あ
わ
せ
、
実
験
的
に
小

型
家
電
の
イ
ベ
ン
ト
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
大
洲
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
、
保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
回
収
対
象
品
目
の
例
】

電
話
機
、
携
帯
電
話
端
末
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
、
デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
電
子
書
籍
端
末
、
電
子
式
卓
上

計
算
機
、
電
子
レ
ン
ジ
、
扇
風
機
、
電
気
除
湿
機
、
電
気

ア
イ
ロ
ン
、
電
気
掃
除
機
、
電
子
時
計
、
電
気
時
計
、
電

子
楽
器
、
電
気
楽
器
、
ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
電
子
玩
具
、

こ
れ
ら
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
、
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
の
付
属
品

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品

　

 

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

衣
類
乾
燥
機

▽
事
業
用
の
も
の

　

事
業
用
で
使
用
さ
れ
た
小
型
家
電

※ 

携
帯
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
個
人
情
報
を
含
む
小
型
家

電
は
、
必
ず
個
人
情
報
を
消
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　福祉と健康づくり「市民のつどい」を開催します

☆健康・相談コーナー
　 介護、福祉、年金、運動、婦
人がん検診、39歳以下健診、
骨密度測定、血糖測定、口腔
ケアなど 

　　☆人権啓発コーナー
　　　人権パネル展

　　☆生活環境コーナー
　　　使用済小型家電回収

☆展示・即売コーナー
　 手作り作品・食品などを販売

☆フリーマーケット
　家庭の不用品などを販売

催し物一覧

記念講演会
開　演　　午後１時～２時30分（4階）ホール
講　師　　阿藤　快

かい

 先生（俳優）

演　題　　「全国旅をしてであった人たち」～食と健康～

（プロフィール）
　1946年 神奈川県小田原市出身。東京都立大学法学部卒業。
　大学で法律を学び弁護士を目指すが、大学在学中、蜷

にな

川
がわ

幸
ゆき

雄
お

演出の舞台に機動
隊役（エキストラ）で出演。その後、69年に俳優座の舞台部に入団。
　翌年、俳優に転じ「はんらん狂奏曲」で初舞台、72年に池広一

かず

夫
お

監督「無宿人
御子神の丈吉牙は引き裂いた」の山賊役で映画デビューを果たす。以後、悪役を
10年続けながら、80年 黒澤明

あきら

監督の「影武者」、大森一
かず

樹
き

監督の「ヒポクラテス
たち」などに出演し、個性派俳優として多くの映画やテレビで活躍。
　ドラマ・バラエティ・ラジオ・映画など、多方面で活躍する俳優。その気さく
な人柄を生かし「ひるおび！」「遠くへ行きたい」など、旅やグルメ番組などのレ
ポーターとしても活躍中。

　

小
型
家
電
を
無
料
で
回
収
し
ま
す
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Information

【
日　

時
】

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

▽
受
付　

午
後
０
時
30
分
～

▽
開
会　

午
後
１
時
～

【
場　

所
】

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
対
象
者
】

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、か
つ
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
人

　

大
洲
市
で
は
、
成
人
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
の
輝
か
し
い
未
来
を
祝
福

す
る
た
め
、
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
新
成
人
の
み
な

さ
ん
は
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

成
人
式
の
ご
案
内

▽
大
洲
市
に
住
民
票
が
あ
る
人

▽ 

進
学
・
就
職
で
大
洲
市
外
に
転
出
し

て
い
る
人
の
う
ち
、
大
洲
市
内
に
家

族
が
住
ん
で
い
る
人

※ 
対
象
者
に
は
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

※ 
市
外
転
出
者
に
つ
い
て
は
、
大
洲
市

内
の
家
族
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課

☎
㉔
１
７
３
５

　第63回社会を明るくする運動 in 大洲南中
　～地域のチカラで、心をつなぎ、伝えよう、助けよう～

【日　時】 11月13日㈬
　　　　　午後 1時30分～ 3時30分

【会　場】 大洲南中学校体育館
【内　容】
▽意見発表　「君の声を聴かせて」
　大洲南中学校の生徒
▽記念演奏
　大洲南中学校吹奏楽部、愛媛県警察音楽隊

　この運動は、みなさんがともに心をあわせ、犯罪や非行のない誰もが住みやすい明るい社会を、地域のチ
カラでつくろうとするものです。
　犯罪を予防し「明るい社会」をつくるためには、犯罪や非行の発生原因を取り除き、犯罪の抑止力となる
諸条件を強化する必要があります。また、非行や罪を犯した人たちへの「おかえり、助けよう立ち直り」に
ついて、理解を深めてもらうことも大切です。
　そのために、「伝える」「手をつなぐ」「場づくり」の３つのアクションを推進しています。
　ぜひ、ご参加ください。

【入場料】 無料
【主　催】
大洲地区保護司会、大洲喜多地区更生保護女性会、
「社会を明るくする運動」大洲市推進委員会

【問い合わせ先】
大洲地区保護司会事務局（丸山芳

よし

昭
あき

）
☎24－3798
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お し ら せ

　健全化判断比率および資金不足比率について（平成24年度）
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成24年度決算による比率などを公表しま
す。大洲市の指標は下表のとおり、いずれも国が定める基準値を下回り前年度より改善しています。特に、
前年度18％未満（地方債発行時に県知事の許可を必要としない基準）を達成できた実質公債費比率については、
今回も順調に低減できています。
　しかしながら、当市の財政状況は県内他市と比較してまだまだ厳しい状況ですので、引き続き財政の健全
化に努めます。

健全化判断比率

 ※実質赤字額、連結実質赤字額がない場合は、「－」と表示します。

資金不足比率

 ※資金不足額がない場合は、「－」と表示します。

【用語の解説】
　（実質赤字比率）
　　一般会計等の赤字が、どの程度あるかを示す指標
　（連結実質赤字比率）
　　全会計の連結ベースでの赤字が、どの程度あるかを示す指標
　（実質公債費比率)
　�　一般会計等だけでなく、繰出金のうち公営企業債の償還に充てた額を含めた一般会計等の実質的な
借入金の返済額が、どの程度あるかを示す指標

　（将来負担比率）
　�　一般会計等が将来負担する見込額（地方債残高、公営企業債のうち一般会計等負担額、職員退職手
当予定額など）がどの程度あるかを示す指標

　（資金不足比率）
　　各公営企業の資金不足額が、それぞれの事業の規模に対してどのくらいの割合になるかを示す指標

指　　標 24年度の数値① 早期健全化基準 財政再生基準 前年度の
数値②

比　較
①－②

実 質 赤 字 比 率 － 12.72 20.0 － －
連結実質赤字比率 － 17.72 30.0 － －
実質公債費比率 15.0 25.0 35.0 16.9 ▲　1.9
将 来 負 担 比 率 79.1 350.0 99.7 ▲　20.6

会　計　名 数　値 経営健全化
基準 会　計　名 数　値 経営健全化

基準
大 洲 市 簡 易 水 道
事 業 特 別 会 計 －

各会計
２０%

大 洲 市 温 泉
事 業 特 別 会 計 －

各会計
２０%

大 洲 市 港 湾 施 設
事 業 特 別 会 計 － 大 洲 市 水 道

事 業 会 計 －

大洲市土地区画整理
事 業 特 別 会 計 － 大洲市工業用水道

事 業 会 計 －

大洲市農業集落排水
事 業 特 別 会 計 － 大 洲 市 病 院

事 業 会 計 －

大洲市公共下水道
事 業 特 別 会 計 －

（単位：％）

（単位：％）
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Information

　㈶自治総合センター　宝くじ助成事業地域づくり活動を支援します
　地域活動を実践する団体が、平成25年度宝くじ助成により事業を行いました。

大谷自治会　【祭り用具整備】
　大谷地区では、毎年 8 月に盆踊り大会を開催しています。地元住民は
もちろんのこと、帰省した人も大勢参加し、懐かしい話に花が咲く真夏
の一大イベントです。
　今回は、借り物で対応していたテントや机、椅子などのほか、夜の照
明として必要不可欠なちょうちんを新調しました。

三善地区自主防災組織　【防災対策資機材整備】
　三善地区では、防災コミュニティの一層の拡大形成に努めるとともに、
災害発生時に対策本部設置、情報連絡、初期復旧活動、救急救命活動、
避難誘導、避難者支援活動が円滑に行えるよう、必要な資機材を整備し
ました。

宝くじ助成事業とは？
　住民の行うコミュニティ活動を支援しています。この助成事業の財源には、宝く
じの普及広報事業費として受け入れる宝くじ受託事業収入が充てられています。

【問い合わせ先】 企画調整課企画係　☎24－1728

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対　

象
】

　

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
で

す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
者
に
は
、

﹁
社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︵
家
族
宛
て
の
控
除
証
明
書
が
必
要
︶

　
「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」
の
送
付
に
つ
い
て

【
送
付
時
期
】

▽ 

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
納

付
し
た
場
合
、
11
月
上
旬
に
送
付

▽ 

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
、

今
年
初
め
て
納
付
し
た
場
合
に
は
、

来
年
２
月
上
旬
に
送
付

※ 

控
除
証
明
書
は
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
︵
０
７
０
︶
１
１
７

※
11
月
１
日
㈮
～

　

平
成
26
年
３
月
14
日
㈮

　

大
洲
税
務
署
で
は
、
下
記
の
日
程
で

年
末
調
整
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
会
場
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場

は
な
る
べ
く
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
説
明
会
に
は
、
郵
送
さ
れ
た

年
末
調
整
・
法
定
調
書
関
係
資
料
の
封

筒
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

平
成
25
年
分
年
末
調
整
説
明
会
の
お
知
ら
せ

【
日　

時
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル

11
月
21
日
㈭

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

内
子
町
五
十
崎
自
治
セ
ン
タ
ー　

︵
共
生
館
ホ
ー
ル
︶

11
月
22
日
㈮　

午
後
２
時
～
４
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
税
務
署　

☎
㉔
３
１
１
５
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お し ら せ
　

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
５
年
ご
と
に
国

内
の
水
産
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

＂
水
産
業
の
国
勢
調
査
＂
と
も
い
う
べ

き
大
切
な
調
査
で
す
。

　

農
林
水
産
省
が
都
道
府
県
・
市
区
町

村
を
通
じ
て
実
施
す
る
調
査
で
、
漁
業

者
や
水
産
関
係
者
の
と
こ
ろ
へ
、
統
計

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に

う
か
が
い
ま
す
。

　

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
本
年
11
月
、
全
国
一

斉
に
実
施
し
ま
す
。
～
調
べ
ま
す
！
日
本
の
水
産
業
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

情
報
管
理
課
情
報
統
計
係

☎
㉔
２
１
１
１
︵
内
線
３
７
５
︶

　教育委員会の事務の点検・評価を行いました

【点検・評価の対象】
　市教育委員会では、より良い教育行政を推進する
ため、さまざまな活動を行っています。この報告書
では、本市における教育の総合的な指針である「教
育基本方針」に基づき作成している「平成24年度教
育主要施策」に位置づけて実施した主要施策７項
目、63の施策・事業について自己点検・評価を行い
ました。また、学識経験者である外部評価委員の意
見も交え、施策や事業の実施から、どのような成果
を発揮しているか、さらなる取り組みや今後の活動
に向けての考えなどを記載しています。

　教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、毎年、事務の管理と執行の状況に
ついて点検・評価を行うことになっています。
　大洲市教育委員会では、平成24年度の活動内容について点検・評価を行い、「教育委員会の点検・評価報告
書」を作成しましたので、その概要についてお知らせします。
　報告書の詳細は、大洲市公式ホームページ、教育総務課および各公民館で閲覧できます。

【平成24年度教育主要施策】
▽学校統廃合の推進
▽学校施設設備の整備充実
▽学校教育の充実
▽生涯学習の充実
▽市民総参加によるスポーツの推進
▽学校給食の充実
▽学校給食センターの整備・運営
　平成24年度は、施策・事業を計画通り実施・完了
し、一定の成果を挙げていることで、おおむね順調
であると評価しました。

【問い合わせ先】 教育総務課　☎24－1729

　

ス
ト
ー
マ
管
理
な
ど
、
日
常
生
活
で

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
込
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
情
報
交
換
や
日
々
の
悩
み
な

ど
、
気
楽
に
話
し
合
っ
て
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
。︵
参
加
費
無
料
︶

【
日　

時
】

11
月
16
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

【
場　

所
】

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室

　
�

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
保
有

者
）
と
家
族
の
研
修
相
談
会
に
つ
い
て

【
内　

容
】

▽
体
験
発
表

▽
情
報
交
換
お
よ
び
相
談
会　

な
ど

※ 

ス
ト
ー
マ
装
具
の
展
示
、
説
明
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
愛
媛
県
支
部

え
ひ
め
互
療
会　

三
浦

☎
０
８
９
︵
９
２
２
︶
１
５
８
４

広報大洲 11月号 22



Information

　�女性に対する暴力をなくす運動　�「愛媛エイズ予防週間」のお知らせ

　女性に対する暴力の一つに「配偶者からの暴
力」があります。これは、犯罪行為をも含む重
大な人権侵害です。一人で悩まず、早めに相談
してください。
（相談無料・秘密厳守）

【期　間】
11月12日㈫～ 25日㈪

【相談機関】
県婦人相談所（月～金）
☎089（927）3490
県男女共同参画センター（火～日）
☎089（926）1644
県警察本部
☎0120（31）9110
社会福祉課子育て支援室
☎24－5718

　12月 1 日～ 7日は「愛媛エイズ予防週間」です。
　八幡浜保健所では、次のとおり「夜間ＨＩＶ
検査・エイズ電話相談」、および「クラミジア血
液検査」を実施します。（無料・匿名・予約不要）

【日　時】 12月 3 日㈫
　　　　　受け付け：午後 6時～ 7時30分

【場　所】 八幡浜保健所
　　　　　（南予地方局八幡浜支局１階）

【問い合わせ先】
八幡浜保健所　☎0894（22）4111（内線313・314）
※ ＨＩＶ検査は陰性の場合、当日30分程度で結
果が出ます。（感染の機会があってから 3か月
以上経過しないと、検査結果が正確に出ない
場合があります。）

※ クラミジア検査の結果通知は、12月17日㈫の
午後 6時～ 7時です。

※ ＨＩＶ検査・相談は、毎週月曜日（祝日を除く。）
の午前10時～ 11時にも行っています。

　
﹁
え
ひ
め
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
﹂
が
、
12
月
７
日

㈯
と
８
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
展
示

や
販
売
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
８
日
に
は

基
調
講
演
も
実
施
し
ま
す
。

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
基
調
講
演

【
日　

時
】
12
月
８
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
講　

師
】
蟹
瀬　

誠せ
い

一い
ち

さ
ん

︵
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
キ
ャ
ス
タ
ー
︶

今
の
時
代
を
生
き
る
～
グ
ッ
ド
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
す
す
め
～

　

え
ひ
め
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３
開
催

【
申
込
方
法
】

　

往
復
は
が
き
︵
１
人
に
つ
き
１
枚
︶

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※ 

11
月
１
日
㈮
か
ら
募
集
開
始
の
予
定

で
、
定
員
３
０
０
人
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。
詳
細
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団

☎
０
８
９
︵
９
２
７
︶
５
１
１
１ 

℻
０
８
９
︵
９
２
６
︶
１
６
６
１

http://w
w
w
.ehim

e-joseizaidan.
com
/

　

来
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
﹁
菜
の
花

フ
ェ
ス
タ
﹂
に
向
け
、
菜
の
花
の
種
ま

き
を
行
い
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
の
み
な
さ
ん

も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】
10
月
30
日
㈬

午
前
９
時
～
10
時
30
分

︵
受
け
付
け　

午
前
８
時
30
分
～
︶

【
集
合
場
所
】
畑
の
前
橋
下
︵
若
宮
︶

※ 

作
業
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
「
肱
川
を
美
し
く
す
る
お
花
は
ん
」
植
栽
会
に
つ
い
て

【
そ
の
他
】
小
雨
決
行

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

肱
川
を
美
し
く
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
務
局

︵
大
洲
河
川
国
道
事
務
所

肱
川
出
張
所
内
︶

☎
㉕
４
６
４
９

℻
㉕
６
３
６
０
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お し ら せ

無料法律相談
時　11月21日㈭
　　午後 ２時～ ４時30分
場　大洲商工会館　※要電話予約
問　大洲商工会議所　☎24－4111

市民法律相談
時　11月23日㈯
　　午前10時～午後 ４時
場　大洲市民会館　※要電話予約
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724

年金出張相談
大洲地域
時　11月 6 日㈬ ･ 15日㈮ ･ 26日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　大洲市総合福祉センター
長浜地域
時　11月13日㈬
　　午前10時～午後 3時30分
場　長浜町商工会
問　松山西年金事務所
　　☎089 ︵925︶ 5105

人権相談
大洲地域
時　11月20日㈬　午前10時～正午
場　人権啓発課（旧図書館 2階）
時　11月15日㈮　午前10時～正午
場　菅田公民館
長浜地域
時　11月15日㈮　午後 1時～ 3時
場　長浜体育館１階和室
河辺地域
時　11月11日㈪　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐ時は法務局大洲支局
　　☎0570 ︵003︶ 110
    市役所人権啓発課
  　☎24－1746

行政相談（総務省）
大洲地域
時　11月20日㈬　午前 9時～正午
場　市役所 1階会議室
問　市役所総務課行政係
　　☎24－1724
長浜地域
時　11月22日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　11月 5 日㈫
　　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　11月11日㈪　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112

不動産無料相談
時　11月15日㈮
　　午前10時～午後 4時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱
　　☎25－1747

　

正
社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
で
就
業
し
て
い
る
人
を
対
象

に
、
労
働
契
約
に
つ
い
て
解
説
す
る
セ

ミ
ナ
ー
が
無
料
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
、
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
日　

時
】
12
月
３
日
㈫

▽
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
２
時
～
３
時
25
分

▽
判
例
セ
ミ
ナ
ー

　

午
後
３
時
35
分
～
４
時
45
分

【
会　

場
】

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱

愛
媛
支
店
大
会
議
室
８
階

︵
松
山
市
本
町
２
・
１
・
７
︶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
８
９
︵
９
３
５
︶
５
２
０
３

http://w
w
w
.tokiorisk.co.jp/

sem
inar/20130802.htm

l

　

愛
媛
県
国
際
交
流
協
会
で
は
、
県
民

の
国
際
交
流
・
異
文
化
理
解
を
促
進
し

て
い
ま
す
。
今
回
、
愛
媛
県
中
国
・
韓

国
国
際
交
流
員
の
企
画
に
よ
る
講
座

﹁
ど
こ
ま
で
知
っ
て
る
？
あ
の
国
の
マ

ナ
ー
と
食
文
化
﹂
を
、
左
記
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

【
日　

時
】
11
月
16
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場　

所
】
平
公
民
館
２
階
大
ホ
ー
ル

【
内　

容
】

各
国
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
や
食
に
関
す

る
記
念
日
な
ど
を
紹
介
す
る
文
化
講
座

【
定　

員
】
30
人
︵
先
着
順
︶

　
�

労
働
契
約
解
説
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
３
に
つ
い
て

【
参
加
費
】
１
０
０
円

※
当
日
、
参
加
受
付
時
に
徴
収

【
申
込
方
法
】

電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
︵
９
１
７
︶
５
６
７
８

abe@
epic.or.jp

平
成
25
年
度　

統
一
標
語

　
『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災

の
発
生
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死
傷
者
の
発
生

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
１
１
９
番
の
日
﹂
が
11
月

９
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
こ
の
時

期
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
火
災
予
防
に
対
す
る
日
頃
の
注
意
】

▽ 

調
理
中
は
、
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
し
な
い
。

▽ 

コ
ン
セ
ン
ト
の
掃
除
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▽ 

家
の
周
り
を
整
理
整
頓
し
ま
し
ょ

う
。

▽ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
定

期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
近
所
で
声
を
か
け
あ
い
、
火
の
用

心
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

�「
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
国
際
交
流
チ
ャ
レ
ン

ジ
講
座
in
大
洲
市
」
に
つ
い
て

　

�

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

（
11
月
９
日
～
15
日
）
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日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

大洲市立図書館	 　☎ 59ー4111
長浜分館	 　☎ 52ー1121
肱川分館	 　☎ 34ー2319
河辺分館　	 　☎ 39ー2111

図書館
■＝11月の休館日

〈開館時間　午前 ９時30分～午後 ６時〉
※�30日は館内図書整理日のため休館します。

一般：『ＤＩＳＮＥＹ～夢の世界へ～』
　1928年の11月18日に、ミッキーマウスがスクリー
ンに初登場しました。それを記念して、この日をミ
ッキーマウスの誕生日に定めました。今年は東京デ
ィズニーランド30周年の年でもあります。図書館で
は、ディズニーランドに関する資料はもちろん、英
語で書かれたディズニーの物語の展示と貸し出しを
行います。世界中で愛され、夢と希望を与えてくれ
るディズニーの世界の扉を開いてみませんか。

【2013読書週間ポスター】

　本を読むことで、物語の世界や知
識の海を旅することができます。
　ページをめくれば新しい世界が広
がるなんて、わくわくしますね。
　10月27日から11月 9 日までは、第
67回秋の読書週間です。
　みなさんも本の世界へ旅立ってみ
ませんか。

　活字離れが進む今日、読書の普及に努めることにより、
読書を通して心豊かな人間性を培うとともに、図書館を
拠点として地域文化の向上を図ることを目的として、「第
18回大洲市読書活動研究集会」を次のとおり開催します。
　今年は、砥部町「坂村真

しん

民
みん

記念館」の館長、西澤孝
こう

一
いち

先生をお迎えして講演会を開催します。「二度とない人
生をいかに生きるか～坂村真民の詩をヒントに～」と題
してご講演いただきます。真民の詩を読みながら、人間
としてどう生きていくか、一緒に考えてみませんか。
（定員：70人、参加費：無料）

【開催日時】 11月 9 日㈯　午前10時～
【会　　場】 大洲市立図書館　コミュニティホール

※このほかにもたくさんの本が入っています。（随時配架していま
す。）　図書館のホームページで図書の検索ができます。
（http://library.city.ozu.ehime.jp/）

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

11月展示

“本と旅する　本を旅する”

『第18回大洲市読書活動研究集会』開催のお知らせ

　IT界で彼が有名なのはその実績だ
けでなく、世界中の過酷なレースに
軒並み参加しているから。100㎞や
250㎞レースをダイコンのコスプレ
で走ることもある “マラソン中毒者”
の体験記。

　平家討伐の先兵となるも、京洛で
狼藉を働き、都を追われた悪逆の徒、
朝日将軍・源義仲。人々の幸せ、新
しい国のかたちを求めて戦い続ける
男は、やがて天下に手をかけるが…。
誰もみたことのない源義仲、真・源
平合戦絵巻。

　ほしいものが何でも手に入る夢の
お店「ねこじゃら商店」。アメを買
いにきたキツネ、世界一のプレゼン
トを買いにきた男…。店主のネコの
白菊丸とお客の不思議な時間を描い
た 5編の物語。

マラソン中毒者（ジャンキー） 
小野 裕史著　出版：文藝春秋

義仲これにあり
吉川 永青著　出版：講談社

ねこじゃら商店世界一のプレゼント（児童書）　
富安 陽子作，平澤 朋子絵　　出版：ポプラ社

児童：�『世界一周～おはなしの旅～』
　世界には、文化や習慣が異なる人々が暮らしてい
ます。わたしたちのまだ見たことのない世界、風
景が本の中にも広がっています。図書館では、世
界の国々の昔話・民話や今が分かる本の展示と貸
し出しを行います。おはなしに乗って、世界一周
してみませんか。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

11月の各種検診（健診） 
　乳幼児関係　

　特定健診・がん検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診　

　婦人がん検診　

　39歳以下健診　

実施日 受付時間 場　所 内　　容

15日㈮

17日㈰

18日㈪

午前 8時30分～
11時

大洲市
保健センター

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
　（該当者には案内状を送付します。）
　※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　40歳以上の人／1,200円
▽肺がん検診　　　　40歳以上の人／700円
▽結核検診　　　　　65歳以上の人／無料
　※肺がん検診時に同時実施
▽大腸がん検診　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　50歳以上の男性／2,100円
▽肝炎ウイルス検診　40歳以上の人／700円
　※75歳以上は、前立腺がん検診を除いて無料
▽後期高齢者健診　　75歳以上の人／無料
　※後期高齢者医療被保険者証を持参してください。

実施日 検診内容 場　所 受付時間 内　　容

10日㈰
（市民のつどい）

乳がん検診
（40歳以上） JA愛媛たいき

駐車場

午前 ９時～11時30分
午後 1時～ 2時

【対象者／料金】
▽子宮頸がん検診　1,000円
▽乳がん検診　　　1,200円
　保険証か免許証をご持参ください。
　※75歳以上は無料

子宮頸がん検診
　（20歳以上） 午後 1時～ 1時30分

実施日 受付時間 場　所 内　　容

10日㈰
（市民のつどい）

午前 ９時30分～
正午

大洲市
保健センター

【対象者／料金】
大洲市民で20 ～ 39歳以下の人／ 1,000円
※ 5月に健診を受診していない人
※保険証か免許証をご持参ください

３ 日㈰ お お む ら 小 児 科 （内 子 町） ☎0893（44）7117
４ 日㈪ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894（20）8800
10日㈰ 亀 井 小 児 科 （東 大 洲） ☎0893（24）3757
17日㈰ 八幡浜急患センター※ （八幡浜市） ☎0894（24）1199
23日㈯ ごうお小児科医院 （西 大 洲） ☎0893（24）3936
24日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894（24）7770

小 児 在 宅 当 番 医

（診療時間：午前９時～午後５時　※は午後６時まで）

実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
12日㈫

午後 １時～
１時30分

大洲市
保健センター

４か月児健診　　　（25年 ６ 月生） 母子手帳・アンケート・
タオル類13日㈬ 10か月児育児相談（25年 １ 月生）

19日㈫ 1歳 ６か月児健診（24年 ４ 月生） 母子手帳・アンケート・
歯ブラシ26日㈫ ３歳児健診　　　　（22年10月生）

※問診票は、当日会場で記入することもできます。
　事前に記入されたい人は、大洲市保健センター・肱北公民館に問診票を置いていますので、ご自由にお持ち帰りください。

※問診票は、当日会場で記入することもできます。
　事前に記入されたい人は、大洲市保健センターに問診票を置いていますので、ご自由にお持ち帰りください。
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心と体の健康ガイド

救急当番病院
曜　　日 昼間帯 【 8：30 ～17：30】 夜間帯 【17：30 ～翌 8：30】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151

水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 神南診療所（新　谷）
☎25－7720

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金〜日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

（曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます。）

▽子育て相談
《家庭児童相談》
時　 月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　市役所社会福祉課（子育て支援室）
問　☎24－2111 ︵内線185 ･ 188︶

《家庭教育・子育て相談》
時　 火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
場　 喜多小学校内（大洲子育てサポートそよ風）
問　☎24－4580

▽�ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　 月～木　午前 8時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家〔自然環境館 3階〕　
問　☎24－1414

▽青少年相談室
時　 月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　大洲市民会館内青少年センター　　　
問　☎24－7830

▽物忘れ相談
時　11月27日㈬　午後 1時30分～ 2時30分
場　総合福祉センター 1階応接室　※要電話予約
問　高齢福祉課内地域包括支援センター
　　☎24－2111 ︵内線169 ･ 176︶

▽心配ごと相談
大洲地域
時　 一般相談　毎週月・水曜日
　　法律相談
　　弁護士　※要電話予約（社会福祉協議会窓口）
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ 4・ 5火曜日・毎週木曜日
　　介護相談　毎週金曜日
　　 午前10時～正午・午後 1時～ 4時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　総合福祉センター 1階
　　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　11月22日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　大洲市社協長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　11月 5 日㈫　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　大洲市社協肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　11月11日㈪　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　大洲市社協河辺支所　☎39－2510

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　０８９３（２３）１１５６
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ８ 時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 ９ 時～午後 ６ 時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の当番にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

にし川飯店
電話・FAX 0893-24-2921

大洲市東大洲１８３

■営業時間 AM11：00～PM2：00 PM5：00～PM9：00
■定 休 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）
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南予地域で働く皆さんの味方です。

労働問題等でお困りの方は南予地協まで

0120-154-052

TEL 0895-28-6679
FAX 0895-28-6689

宇和島市中央町２丁目４番10号
連合愛媛南予地域協議会

秘密厳
守rengo-ehime-nanyo@coral.plala.or.jp相談：
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大洲市菅田町菅田甲 3051－1

☎0893－25－3329
㈲クリーンセンター

広告

ポイントカードに
ポイント（１㎏＝２ポイント）を貯めて
ポイントカードに
ポイント（１㎏＝２ポイント）を貯めて

商品券と交換商品券と交換商品券と交換
500ポイントで500ポイントで

500円分の500円分の

古新聞・古雑誌・ダンボール ユーズドショップ亀田

亀 田 質 店
大洲店 24-5700
【営業時間】am9時～pm8時 【定休日】水曜日

金・プラチナ高価買取　ブランド品販売

バイパス大洲南出入口（北只
交差点）より旧56号線へ150m

　みよし体験塾

     会 長　田辺　光
みつ

義
よし

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　みよし体験塾は、地域での体験や学習などを通して、
子どもたちのたくましさや自主性の育成を目的に、平成
14年に設立されました。現在では、子どもたちを主役と
して保護者を含め、約50人以上で活動しています。
　当塾では、地域のつながりやふれあいを大切にしてい
て、地元団体の竹

ちく

友
ゆう

会
かい

や女性部のみなさんと積極的に交
流を図っています。特に、グラウンドゴルフは子どもた
ちに人気で、毎回大勢参加してくれます。また、夏場に
行う川遊びも好評で、自然と触れ合うことのできる貴重
な機会となっています。その他、四国電力へ見学に行く
こともあり、地域内外で活発的に活動しています。活動
は年間５回程度で、例年実施しているものも多くありま
すが、活動自体がマンネリ化しないように、毎年一つは
新しいことを取り入れるように心がけています。
　現代の子どもたちは室内で遊ぶことに慣れ、外で遊ぶ
ことが著しく減少していると思います。もちろん、外に
は危険なこともありますが、そこから学んで体験できた
ことは、健やかな育成にもつながるはずです。当塾では
活動を通して、子どもたちに自然や昔の遊びでしか味わ
えない楽しさを伝えていきたいと考えています。
　今後も、子どもたちの心に残るものを第一に考えなが
ら、地域密着型の活動に努めます。そして、地域全体で
子どもたちを見守る意識を広げていきたいです。
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